
櫛田川コクチバス生息環境マップを作成しました。

～櫛田川における特定外来種コクチバスの増加～

１．概 要
三重河川国道事務所では、地域住民、自治体、学識者などからなる「櫛田川自然再生推

進会議」を平成28年2月に設立し、櫛田川の河川環境の保全・再生に向けて、魚類遡上環
境の改善などの取り組みを進めています。
その中で、特定外来生物であるコクチバス※１が平成27年の確認以降、急激に増加して

いることが問題となっています。元来日本に生息していないコクチバスはアユなどの魚類
やエビ類、ヤゴなどを食べる強い動物食性であり、生態系への影響をもたらすもので、櫛
田川で幅広く生息が確認されています。櫛田川の自然を守るために、まずは「櫛田川自然
再生推進会議」の取り組みと、コクチバス生息の現状を知っていただきたく「櫛田川コク
チバス生息環境マップ」を作成しました。今後の調査やよせられた情報を基に、順次更新
していく予定です。

令和３年３月３１日

地域の明日へ、地域とともに。

国土交通省中部地方整備局

三重河川国道事務所

２．解 禁 ３．配 布 先
指定無し 三重県政記者クラブ

第二県政記者クラブ
松阪記者クラブ

４．問合せ先
国土交通省三重河川国道事務所
副所長 細野 貴司（ほその たかし）
調査課長 岡本 祐司（おかもと ゆうじ）

ＴＥＬ ０５９-２２９-２２１１（代表）
ＵＲＬ http://www.cbr.mlit.go.jp/mie/

※1 コクチバスは、北アメリカ原産で湖沼や河川の中下流域に生息します。国土交通省で実施している「河川水辺の国勢調査」におい
て確認河川数は年々増えており、三重県内の河川では櫛田川以外に、雲出川、木津川で確認されています。

櫛田川コクチバス生息環境マップは三重河川国道事務所のホームページからダウンロードできます。
＜URL:https://www.cbr.mlit.go.jp/mie/index.html＞



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増加する「特定外来生物コクチバス」から 

櫛田川の自然を守るための取り組み 

櫛
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川コクチバス生息環境マップ 

両郡橋付近の櫛田川  
瀬と淵があり、早瀬はアユ釣り場として親しまれている 

令和３年３月 

櫛田川自然再生推進会議 

調査で捕獲されたコクチバス 



 

櫛田川自然再生推進会議 
櫛田川の良好な環境を保全・再生するため、平成25年度に櫛田川自然再生計画を作成し、「環境の連続性の再

生」、「氾濫原・湿地環境の再生」、「川と地域とのつながりの再生」を実施するに当たり、地域住民、関係団体、

学識者・有識者、行政機関が連携して活動を推進するためのことを目的に、『櫛田川自然再生推進会議』を平成 

27年度に設立しました。 

この中で、アユ等回遊性魚類の縦断的連続性再生（魚道改良等）に関するモニタリング調査を実施しています

が、平成27年度の調査において櫛田川でコクチバスが初めて確認されました。 

 

コクチバスとはこんな魚 
コクチバスは、もともとは北アメリカに生息するスズキ目サンフィッシュ科の魚で、湖沼や河川の中下流域に

生息します。 低水温に対する耐性が強く、流水域にも適応できます。 

アユなどの魚類やエビ類、ヤゴなどを食べる強い動物食性で、繁殖期は、 

春～初夏で、水温が15度を超えると繁殖活動を始めます。 

産卵場所は、流れの緩やかな物陰などで、砂礫底に長径60cm程度のすり鉢 

状の産卵床を作り、オスが卵・仔魚を保護します。 

稚魚は、産卵場を離れ流れの緩やかな河岸近くに分布しますが、成長すると

河川内を自由に遊泳します。 

成魚は、体長は、最大 50cm まで成長し、7 歳まで生息していた記録もあり

ます。深場や物陰で越冬し、那珂川（栃木県）における調査では、越冬場所は

深さ3m程度の水深であることが確認されています。※1「だれでもできる外来魚駆除２、３」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

外来生物法とは？ 

 正式には、「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」と言います。特定の外来生物による生態

系、人の生命・身体・農林水産業への被害を防止することを目的としています。 
 
特定外来生物とは？ 

 もともと日本にいなかった外来生物のうち、生態系、人の生命・身体、農林水産業へ被害を及ぼすもの、又

は及ぼすおそれがあるものについて特定外来生物として政府が指定します。令和２年11月時点で156種が指定され

ており、コクチバスも含まれています。 
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凡例：茶色 硬質土 
緑色 植生、ブロック等 
黄色 泡・ゴミ・魚など 産卵床とコクチバスの仔魚（5月） 

活動期（7～9月）： 

さまざまな環境を広範囲に動

く。瀬にも出現する。 

黒く群れているのが 

コクチバスの仔魚 

全長1㎝程度の仔魚 

低活動期(10～4月)： 

深場や護岸ブロックなどの物

陰で生息する。 

魚探による深場の調査結果（冬期） 

※大型個体を識別して表示、魚種は不明。 

胃内容物 
のアユ 
採捕アユ 
(比較用) 

胃内容物 

調査で捕獲した産卵親魚 

（全長約40㎝）（5月） 

繁殖期(4～6月)： 

流れの緩やかな浅瀬、障害物の

近くで産卵する。 

活動期のコクチバス胃内容物調査（8月） 
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生息分布調査：７地点 

 

 
 

コクチバスの確認状況 
全国での確認状況 
国土交通省で実施している「河川水辺の国勢調査」では、確

認河川数は年々増えており、調査河川に対する確認された河川

の割合も6巡目には20%に達しています。 

三重県内の河川では、櫛田川、雲出川、木津川で確認されて

います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
櫛田川での確認状況 
自然再生調査の一環で魚類調査(生息分布調査)を毎年夏季に実

施していますが、平成27年度の調査でコクチバスが初めて確認さ

れました。その後は毎年確認されており、確認個体数は令和2年度

に大幅に増加しました。 

 平成29年度の調査において、産卵時期の春季にコクチバスの産

卵場を確認しました。このため、コクチバスの産卵環境となりそう

な場所を平成30年度に調査し、令和元年度、令和2年度はポイン

トを絞った調査を産卵期の5月に実施しました。 

 令和2年度調査では、4地点で親魚5個体、稚仔魚約14,000 個

体を確認しています。 

 

近年のコクチバスの生息場・産卵場の経年変化 

H30 R1 R2 

  １ 

※生息分布調査は夏季（8月）に１回実施、産卵場調査は春季（5月）に1回実施 
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1 
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生息分布調査：７地点 

産卵場調査 ：５地点で確認 

稚魚76個体 

中央 

仔魚800個体 

（親魚1個体目視確認） 

左岸 

産着卵600～800粒 

（親魚1個体目視確認） 

稚魚3箇所で108個体 

櫛田川 

斜里川※

頓別川※

釧路川

後志利別川

日野川

閉伊川※

三面川※

一ツ瀬川※

音羽川※

天白川(愛知)※

川内川※

大津川※

梅田川※

梯川江の川

大井川

旭川

物部川

久慈川土器川

大野川
重信川

手取川

関川

仁淀川

阿武隈川

富士川

北川

小矢部川

太田川

鶴見川

佐波川

嘉瀬川

本明川

六角川

荒川（北陸）

（利根川水系）
利根川本川
常陸利根川
中川･綾瀬川
江戸川
渡良瀬川
鬼怒川
小貝川
烏川･神流川

円山川

大和川（初瀬川他）川内川

（淀川水系）
木津川
淀川

斐伊川

河川水辺の国勢調査におけるコクチバス確認箇所 

（6巡目調査：H28～R1） 
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河川水辺の国勢調査にけるコクチバスの確認河川数

確認河川数

比率

1巡目：H2～7
2巡目：H8～12
3巡目：H13～17
4巡目：H18～22
5巡目：H23～27
6巡目：H28～R1

（実施中）

 凡例 

：確認調査地区 

：未確認調査地区 
（河川名は令和元年度とりまとめ

対象河川を示す） 

注1)6巡目調査は実施途中であり、   は調査未実施の河川を示す。 

注2)6巡目調査には、一級水系指定区間および二級水系での調査を含む。 

注3)※は、二級水系（河川）を示す。 

稚魚49個体 

生息分布調査 

1～5個体 

6～9個体 

10～19個体 

20個体以上 

※数字は確認個体数 

   産卵場調査 採捕個体数 
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生息分布調査：７地点 

産卵場調査 ：５地点で確認 

親魚1個体 

仔魚4,000個体 

親魚2個体 

仔魚6,900個体 

親魚1個体 

仔魚2,000個体 親魚1個体、成魚1個体 

仔魚1,500個体 

櫛田第二頭首工 

櫛田橋 

櫛田可動堰 

新両郡橋 

ドタ付近 

庄付近 

新屋敷取水堰 

13 

櫛田第二頭首工 

櫛田橋 

櫛田可動堰 

新両郡橋 

ドタ付近 

庄付近 

新屋敷取水堰 

櫛田第二頭首工 

櫛田橋 

櫛田可動堰 

新両郡橋 

ドタ付近 

庄付近 

新屋敷取水堰 











  

コクチバスから自然環境を守るために 
外来魚対策コア会議における取り組み 
 櫛田川においてコクチバスの生息拡大防止に向けて、地域一体となった取り組みを進めていけるよう、「櫛田川自然

再生推進会議 地域連携専門部会外来魚対策コア会議」を平成29年度に立ち上げて取り組みを進めています。 

 コア会議では、地域と連携してコクチバスの産卵期、活動期における調査や捕獲試験を実施しています。 

今後は他河川での実施事例も参考にしながら、コクチバスの生息拡大防止のための手法を検討していく予定です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
みなさんでできる取り組み 
櫛田川でこれ以上コクチバスが増えると、昔から櫛田川で見られた魚が少なくなるおそれがあります。 
櫛田川の生態系への影響を拡大させないために、地域のみんなで協力して取り組んでいく必要があります。 

○多くの人の参加によるバス釣りでの対策 
・ 釣りによりコクチバスを捕りましょう。（餌釣りが良く釣れるようです） 

・ 捕まえたコクチバスは再放流せず、拡大防止への協力をお願いします。 

・ コクチバスは白身でふっくらした食感で、揚げ物にぴったりの食材です。食べて減らしましょう。ただし、生きたま

ま持ち帰るのは法律で禁止されていますので、注意して下さい。 

○生息場、産卵場の情報提供について 

・ コクチバスの生息拡大防止の取り組みを実施する上で、コクチバスの生息場や産卵場を把握することが重要ですが、こ

れまでの調査では産卵場も十分に把握できていないと考えられます。 

・ コクチバスの生息場（深場等）や産卵場について、日頃から櫛田川を利用されている皆さんがお気づきの場所があれば、

情報提供をお願いします。[コクチバスの産卵、生息に関する写真や情報はこちら⇒E-mail：cbr-miechousa@mlit.go.jp] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
河川域でのコクチバス対策に関する参考文献： 

※1「だれでもできる外来魚駆除２」、「だれでもできる外来魚駆除３」 水産庁国立研究開発法人 水産研究・教育機構 全国内水面漁業協同 

組合連合会  

※2「河川における外来魚対策の事例集」 平成２５年１２月 国土交通省 河川環境課    （※1、※2はホームぺージで公開されています） 

 

 

外来魚対策コア会議における取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

他河川での対策事例紹介 コア会議メンバーとの共同に 

よる産卵場調査 
大型刺し網による捕獲試験 

櫛田川自然再生推進会議 地域連携専門部会外来魚対策コア会議  

事務局：国土交通省 三重河川国道事務所 

問い合わせ先：三重河川国道事務所 調査課 

TEL：059-229-2216 FAX：059-229-2257 E-mail：cbr-miechousa＠mlit.go.jp  Ｒ3.3発行 

多くの仔魚の群れと守っている 
親魚が確認できます 

これまでの調査で産卵場が確認された場所（代表例） コクチバスの産卵場の様子 

露岩部のワンド状の水際
の礫に産卵 

流れが弱い淵では河床を掘っ

て、露出した礫に産卵 
流れの弱い浅瀬では大きな
石などの脇の礫に産卵 

注）自然再生調査において捕獲したコクチバスは、法に基づき適切に対応をしています。 
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